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3.5インチコルゲート導波管伝送試験
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1．導入
大型ヘリカル装置(LHD)における協同トムソン散乱(CTS)計測のため、出力300 kW以上の300 GHz帯パルスジャイロトロンが開発された。LHDへの入射にはジャイロトロン出力を約60 m伝送する必要があり、低損失の伝送系が必要である。当面伝送系の新設は困難であるため、既設の3.5インチコルゲート導波管系を用いる。そこで、このコルゲート導波管に対して300 GHz帯の伝送効率を評価しておく必要がある。これにはMatching Optics Unit (MOU)を用いて、ジャイロトロンから出力される非軸対称ガウスビームを3.5インチコルゲート導波管に最適結合する軸対称ガウスビームに整形する必要がある。前回作成したMOUでは、導波管に結合するビームウェスト付近で形状に乱れが生じた[1]。今回、MOUを作り替えてビーム形状の改善を目指した。これはCTS実験において軸対象ビームを形成するためにも重要である。
2．ビーム整形
ジャイロトロンからの伝送距離を伸ばすとビーム形状の乱れが解消する。そこで、MOUを構成する２枚の曲面鏡の焦点距離を変え、伝送距離を伸ばした。MOUのミラー配置を図1に示す。
図2に導波管結合位置で測定した放射パター

図1．ミラーの配置
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図2．ビームウェストでの放射パターン
ンを示す。完全な軸対称ではないがほぼ円形ビーム形状にすることができた。
3．伝送効率評価
長さ1 m の3.5インチコルゲート導波管の予備管10本を用いて伝送試験を行った。導波管出口に塩化ビニル板を設置し、赤外線カメラで放射パターンを測定した。導波管を2本ずつ外し8 m、6 m、4 m、2 mでも同様に測定した。赤外線カメラで撮影した熱画像の導波管内径の範囲の温度上昇を面積分し、伝送電力を求めた。図3に伝送電力比を示す。測定点に対して直線でフィッティングした結果、減衰率は0.0065 dB/mであった。60 m伝送後で約91%の電力伝送が期待できる。
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図3．伝送電力比
現在、3.5インチコルゲート導波管系に結合する準備を完了している。
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